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㈱みちのく銀行
問屋町支店 支店長

三和　尚 氏

一
面
で
も
お
伝
え
し
ま
し
た

が
、
当
組
合
の
ご
み
分
別
リ

サ
イ
ク
ル
や
問
屋
町
合
同
清

掃
な
ど
の
環
境
活
動
が
、
青

森
市
か
ら
認
め
ら
れ
団
体
表

彰
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
▼
問
屋
町
内
・
交
通
死
亡
事

故
ゼ
ロ
六
千
日
運
動
な
ど
も
そ
う
で

し
た
が
、
継
続
・
持
続
す
る
事
業
や

活
動
が
評
価
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

構
成
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ

に
も
繋
が
り
ま
す
。「
継
続
は
力
な

り
」
は
個
人
だ
け
で
な
く
団
体
に
も

云
え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
▼
転
話

題
。
前
号
に
引
き
続
き
、
代
表
的
楽

観
論
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
・
武
者
稜
司
氏

の
見
解
を
ご
紹
介
し
ま
す
▼
武
者
氏

は
、
今
年
３
月
期
の
過
去
最
高
水
準

の
企
業
利
益
（
上
場
企
業
で
経
常
利

益
36
％
増
、
純
利
益
73
％
増
）
は
、

今
後
の
好
循
環
の
起
点
に
な
る
と
断

言
し
て
い
ま
す
▼
こ
の
過
去
最
高
の

企
業
収
益
は
円
安
に
よ
る
一
時
的
な

も
の
で
は
な
く
「
①
日
本
企
業
の
世

界
最
大
の
リ
ス
ト
ラ
／
ス
リ
ム
化（
損

益
分
岐
点
の
大
幅
低
下
と
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
に
よ
る
売
り
上
げ
増
）
②
日
本

企
業
の
新
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
（
グ
ロ

ー
バ
ル
基
盤
）
の
確
立
③
技
術
開
発

投
資
継
続
に
よ
る
技
術
優
位
性
の
確

立
」
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の

で
長
期
増
益
基
調
の
も
の
で
あ
る
と

み
て
い
ま
す
▼
ま
た
、
こ
れ
ま
で
日

本
株
式
の
マ
イ
ナ
ス
材
料
と
さ
れ
た

要
因
▼
「
①
海
外
情
勢
不
安
②
需
給

悪
化
（
外
人
の
売
り
と
日
本
投
資
家

不
在
）
③
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
へ
の
懐
疑
、

消
費
税
不
安
④
安
倍
靖
国
参
拝
批
判
、

日
米
関
係
の
軋
み
」
も
、
こ
と
ご
と

く
消
え
つ
つ
あ
る
と
し
て
い
ま
す
▼

夢
の
よ
う
な
話
で
す
が
武
者
説
が
当

た
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す（
藤
本
）

　
当
組
合
が
平
成
25
年
度
青
森
市

環
境
保
全
活
動
団
体
表
彰
を
受
賞

し
、
表
彰
式
が
４
月
16
日
（
水
）

に
青
森
市
役
所
で
行
わ
れ
た
。
同

表
彰
式
に
は
組
合
を
代
表
し
て
柳

谷
副
理
事
長
が
出
席
し
、
鹿
内
青

森
市
長
よ
り
賞
状
と
記
念
品
が
授

与
さ
れ
た
。

　
青
森
市
環
境
保
全
活
動
団
体
表

彰
と
は
、
青
森
市
内
で
清
掃
活
動

や
植
林
事
業
、資
源
の
リ
ユ
ー
ス
・

リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
の
環
境
保
全
活

動
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

団
体
を
表
彰
す
る
制
度
。
こ
の
よ

う
な
活
動
を
広
く
市
民
に
紹
介
す

る
こ
と
で
、
環
境
に
対
す
る
意
識

向
上
及
び
環
境
に
配
慮
し
た
活
動

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
昨
年

度
創
設
さ
れ
た
。

　
第
１
回
と
な
っ
た
平
成
25
年
度

は
、
37
団
体
か
ら
の
応
募
が
あ
り
、

選
考
の
結
果
、
当
組
合
を
含
む
５

団
体
が
受
賞
し
た
。

　
当
組
合
で
は
、
平
成
14
年
度
よ

り
ご
み
の
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
回

収
を
ス
タ
ー
ト
。
企
業
集
団
で
の

取
り
組
み
は
先
進
的
な
事
例
と
し

て
大
い
に
注
目
を
浴
び
、
現
在
の

リ
サ
イ
ク
ル
回
収
率
は
50
％
を
大

き
く
超
え
る
。

　
ま
た
、
問
屋
町
合
同
清
掃
に
は

１
回
あ
た
り
平
均
２
０
０
名
以
上

が
参
加
し
、
地
域
環
境
美
化
に
貢

献
。
組
合
員
従
業
員
で
組
織
さ
れ

る
「
問
屋
町
緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

隊
」
で
は
、
花
苗
植
栽
や
街
路
樹

の
下
枝
剪
定
を
行
う
な
ど
、
環
境

整
備
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

こ
の
よ
う
な
活
動
が
認
め
ら
れ
、

こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
っ
た
。

　
表
彰
式
終
了
後
に
は
、
各
受
賞

団
体
が
鹿
内
青
森
市
長
に
活
動
の

報
告
を
行
い
、
組
合
か
ら
は
、
実

験
事
業
と
し
て
昨
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

回
収
を
は
じ
め
と
す
る
資
源
リ
サ

イ
ク
ル
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

説
明
。
ま
た
、
問
屋
町
地
域
の
環

境
整
備
・
保
全
活
動
を
加
速
さ
せ

る
べ
く
、
当
組
合
の
取
り
組
み
に

対
す
る
青
森
市
の
更
な
る
協
力
を

要
請
し
た
。

　
組
合
で
は
引
き
続
き
、
組
合
員

及
び
関
係
団
体
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
地
域
環
境
保
全
活
動
に
精
力

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
今
年
度
１
回
目
と
な
る
問
屋
町

合
同
清
掃
が
４
月
10
日
（
木
）
に

実
施
さ
れ
た
。
春
ま
だ
浅
く
、
道

路
脇
に
雪
の
残
る
中
で
行
わ
れ
た

同
活
動
に
は
、
問
屋
町
、
第
二
問

屋
町
合
わ
せ
て
１
８
６
名
が
参
加

し
た
。

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
曇
天
で
、

途
中
か
ら
は
小
雨
も
降
る
中
、
参

加
者
は
沿
道
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
組
合
共
同
施
設
周
辺
な
ど
団

地
内
の
隅
々
ま
で
清
掃
活
動
を
行

い
、
雪
解
け
と
と
も
に
現
れ
た
多

く
の
ご
み
を
回
収
し
た
。

　
春
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る
当

活
動
は
、
地
元
の
新
聞
や
テ
レ
ビ

の
ニ
ュ
ー
ス
で
も
取
り
上
げ
ら
れ

る
な
ど
地
域
の
関
心
も
高
い
。

　
ま
た
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

明
け
の
５
月
７
日
（
金
）
に
は
、

問
屋
町
南
側
に
位
置
す
る
㈱
ユ
ア

テ
ッ
ク
青
森
支
社
・
青
森
営
業
所

が
、
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し

て
合
同
で
ご
み
拾
い
を
行
っ
た
。

従
業
員
１
２
０
名
が
参
加
し
た
清

掃
活
動
は
、
同
社
周
辺
か
ら
問
屋

鹿内青森市長より表彰を受ける柳谷副理事長（右）

町
大
通
り
沿
道
ま
で
の
広
範
囲
に

わ
た
り
実
施
さ
れ
た
。

　
春
を
迎
え
た
問
屋
町
が
、
組
合

員
や
近
隣
企
業
に
よ
る
清
掃
活
動

に
よ
り
、
美
し
さ
を
取
り
戻
し
た
。

　
本
紙
で
は
今
号
よ
り
、「
問
屋

町
ビ
ジ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
」

に
展
示
さ
れ
て
い
る
書
籍
を

紹
介
す
る 

「
問
屋
町
ビ
ジ
ネ
ス

ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
通
信
」
を
不
定

期
掲
載
す
る
。

　「
問
屋
町
ビ
ジ
ネ
ス
ブ
ッ
ク

カ
フ
ェ
」
と
は
、
問
屋
町
会
館

１
階
玄
関
ホ
ー
ル
に
て
ビ
ジ
ネ

ス
書
を
常
設
展
示
す
る
ス
ペ
ー

ス
で
あ
り
、
平
成
24
年
２
月
に

オ
ー
プ
ン
。
同
カ
フ
ェ
に
展
示

さ
れ
る
書
籍
は
、
平
成
23
年
10

月
の
問
屋
町
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
開
校
を
記
念
し
、
組
合
員
の

㈱
金
入
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
。

　
展
示
さ
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
書
は
青

森
県
南
部
町
在
住
の
人
気
ビ
ジ
ネ

ス
書
評
家
で
あ
る
聖
幸
（
せ
い
こ

う
）
氏
が
セ
レ
ク
ト
。
同
氏
が
オ

ス
ス
メ
す
る
「
10
年
後
も
読
み
た

い
」
１
０
０
冊
と
、「
毎
月
の
ト

レ
ン
ド
を
捉
え
た
」
10
冊
の
合
計問屋町ビジネスブックカフェ

問屋町合同清掃

１
１
０
冊
の
ビ
ジ
ネ
ス
書
を
常
設
。

書
籍
は
隣
接
す
る
問
屋
町
ス
ト
ア

に
て
購
入
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
記
念
す
べ
き
第
１
回
に
紹
介
す

る
の
は
『
ア
ン
シ
ン
ク
Ｕ
Ｎ
Ｔ
ｈ

ｉ
ｎ
ｋ 

眠
れ
る
創
造
力
を
生
か

す
、考
え
な
い
働
き
方
』（
講
談
社
）

￥
１
，
６
０
０
（
税
抜
）。
著
者

は
企
業
講
演
家
で
あ
り
、
画
家
で

も
あ
る
エ
リ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ル
。

な
お
、
本
の
紹
介
文
は
、
聖
幸
氏

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

【
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
理
詰
め
で
攻
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
面
と
同
じ

よ
う
に
創
造
性
を
発
揮
し
従
来
に

な
い
ア
イ
デ
ア
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
創
造
性
を
開
か
せ

る
よ
う
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
会
社

ユアテックによる清掃活動

で
も
個
人
で
も
行
う
場
面
は
な

か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。
本
書
で

は
、
創
造
性
を
発
揮
し
ビ
ジ
ネ

ス
に
生
か
し
た
事
例
や
、
創
造

性
を
開
か
せ
る
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
方
法
な
ど
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。「
ビ
ジ
ネ
ス
の
理
論
＋

ア
ー
ト
の
創
造
性
」
を
結
び
つ

け
る
こ
と
に
よ
り
新
し
い
製
品

や
サ
ー
ビ
ス
、
そ
し
て
生
き
方

が
開
け
て
い
き
ま
す
。】

　
今
回
は
、
４
月
に
株
式
会
社
み

ち
の
く
銀
行
問
屋
町
支
店
に
金
沢

支
店
か
ら
赴
任
し
た
三
和
支
店
長

に
お
話
を
伺
っ
た
。

　「
家
庭
の
銀
行
み
ち
の
く
銀
行
」

と
し
て
知
ら
れ
る
同
行
は
、
そ
の

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
と
お
り
地
域

に
根
差
し
た
銀
行
と
し
て
、
県
内

82
ヵ
所
県
外
18
ヵ
所
に
店
舗
を
展

開
し
、
従
業
員
数
約
13
百
名
を
抱

え
る
青
森
県
を
代
表
す
る
地
方
銀

行
で
あ
る
。

　「
当
行
で
は
、『
リ
テ
ー
ル
分
野

で
の
地
域
ト
ッ
プ
バ
ン
ク
』
を
目

指
し
、
平
成
24
年
度
か
ら
第
三
次

中
期
経
営
計
画
を
実
施
し
て
お
り
、

現
在
は
最
終
段
階
に
あ
り
ま
す
。

重
点
戦
略
で
あ
る
全
員
営
業
体
制
の

構
築
に
向
け
、
融
資
・
窓
口
・
個
人
営

業
業
務
の
革
新
と
共
に
行
わ
れ
た
の

が
、
エ
リ
ア
営
業
体
制
の
導
入
で
す
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
店
舗
間
の
連
携
を

強
化
す
べ
く
店
舗
を
エ
リ
ア
で
ま
と

め
、
渉
外
行
員
を
そ
の
エ
リ
ア
の
統

括
店
に
集
約
し
ま

し
た
。
行
員
間
の

情
報
交
換
を
活
発

に
す
る
の
と
、
競

争
し
互
い
に
切
磋

琢
磨
し
合
う
こ
と

が
狙
い
で
す
」
と
話
し
た
。

　「
個
人
客
の
多
い
他
店
に
比
べ
、

当
店
は
法
人
客
が
多
い
た
め
、
渉
外

行
員
の
集
約
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

週
に
１
度
統
括
店
に
赴
き
、
エ
リ
ア

内
の
情
報
交
換
を
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
行
員
の
セ
ー
ル
ス
力

が
以
前
に
比
べ
ず
っ
と
向
上
し
た
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
当
店
は
金
沢
支
店

等
と
共
に
青
森
南
エ
リ
ア
に
含
ま
れ

ま
す
が
、
こ
の
エ
リ
ア
は
成
長
著
し

い
浜
田
・
西
大
野
地
区
を
カ
バ
ー
す

る
重
要
地
区
で
も
あ
る
の
で
、
行
員

に
は
よ
り
セ
ー
ル
ス
力
を
磨
い
て
も

ら
い
た
い
で
す
」
と

取
組
み
に
つ
い
て
語

っ
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
目
標

に
つ
い
て
伺
う
と
、

「『
お
客
様
の
元
へ
よ

く
足
を
運
ぶ
』
を
今
年
の
テ
ー
マ
に

掲
げ
て
い
ま
す
。お
客
様
を
訪
問
し
、

そ
の
会
話
か
ら
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を

探
っ
た
う
え
で
、
全
行
員
が
共
有
で

き
る
仕
組
み
と
し
て
お
り
ま
す
。
そ

れ
を
基
に
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
に

繋
げ
、
お
客
様
の
本
業
を
支
援
で
き

た
ら
良
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
力
強
く
語
っ
た
。

　
赴
任
先
で
の
抱
負
に
つ
い
て
は
、

 

「
店
内
の
Ｃ
Ｓ
（
顧
客
満
足
）
向

上
に
努
め
た
い
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
ま
ず
、Ｅ
Ｓ
（
従
業
員
満
足
）

向
上
が
不
可
欠
で
す
。
行
員
同
士

の
連
帯
感
を
深
め
、
全
員
が
同
じ

方
向
に
む
か
っ
て
行
け
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。
一
緒
に
働

い
て
い
る
仲
間
が
褒
め
ら
れ
る
の

が
一
番
嬉
し
い
の
で
、
そ
う
い
う

店
に
し
た
い
で
す
」
と
述
べ
た
。

　
三
和
支
店
長
の
趣
味
は
ス
ポ
ー

ツ
観
戦
で
高
校
野
球
が
特
に
好
き
。

 

「
熱
闘
甲
子
園
」
を
肴
に
晩
酌
す

る
と
の
こ
と
で
、
過
去
の
試
合
も

録
画
し
て
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
て
い

る
そ
う
だ
。

（
53
歳
）

発行／平成26年５月30日
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春
を
迎
え
問
屋
町
の
清
掃
活
動
ス
タ
ー
ト

問
屋
町
ビ
ジ
ネ
ス

ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
通
信

青
森
市
環
境
保
全
活
動
団
体
表
彰
を
受
賞

長
年
の
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
等
が
評
価
さ
れ
る

団
地
企
業
訪
問
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貸出用具一覧

草刈り機（本体2stエンジン）

高枝ばさみ

スコップ（丸）・（角）

ねこ車

草刈り鎌

デレキ

ホウキ・チリトリ

竹ホウキ

竹熊手

窓ホー（草削り）

側溝泥すくい（ジョレン）

側溝泥すくいスコップ

二段ハシゴ

脚立（天板の高さ3ｍ・2ｍ）

　

組
合
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
清
掃
用
具
の
無
償
貸
出
を
実
施

す
る
。

　

同
サ
ー
ビ
ス
は
、
エ
ン
ジ
ン
タ

イ
プ
の
草
刈
り
機
や
高
枝
ば
さ

み
、
各
種
清
掃
用
具
等
を
無
償
で

貸
出
し
、
団
地
内
の
更
な
る
景
観

美
化
推
進
を
図
る
も
の
。
昨
年
７

月
の
貸
出
開
始
か
ら
延
べ
15
社
ほ

ど
が
利
用
し
た
。

　

草
刈
り
機
は
安
全
に
配
慮
し
、

金
属
製
の
刃
で
は
な
く
、
ナ
イ
ロ

ン
コ
ー
ド
式
の
機
種
を
用
意
。

フ
ェ
イ
ス
ガ
ー
ド
も
合
わ
せ
て
貸

出
す
る
。
な
お
、
消
耗
品
で
あ
る

燃
料
及
び
ナ
イ
ロ
ン
コ
ー
ド
は
利

屋
町
地
区
に
集
中
し
た
。

　

同
支
部
で
は
、
こ
の
調
査
結
果

を
事
故
防
止
に
活
か
し
、
問
屋
町

内
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
７
，０
０
０

日
達
成
を
目
指
す
べ
く
、
各
種
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

貸出清掃用具

祈　年　祭大星神社境内のシダレザクラ 問屋町内交通事故発生箇所

　

第
47
回
通
常
総
会
の
提
出
案
件

や
組
合
施
設
の
賃
貸
、
組
合
員
の

隣
地
買
増
及
び
脱
退
な
ど
を
審
議

す
る
平
成
26
年
度
第
１
回
理
事
会

が
４
月
22
日
（
火
）、
問
屋
町
会

館
で
開
か
れ
、
審
議
の
結
果
、
全

て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
事
務
局
か
ら
は
、
青
森

市
環
境
保
全
活
動
団
体
表
彰
の
受

賞
や
、
問
屋
町
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
の
平
成
26
年
度
上
期
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
。

　

主
な
案
件
審
議
は
次
の
と
お
り

案
件
一
．
組
合
施
設
の
賃
貸
に
つ

い
て

案
件
二
．
出
資
金
の
譲
渡
承
認
に

つ
い
て

案
件
三
．
組
合
員
の
隣
地
買
増
及

び
脱
退
に
つ
い
て

案
件
四
．
組
合
員
跡
地
買
取
資
金

の
借
換
え
に
つ
い
て

案
件
五
．
第
47
回
通
常
総
会
の
提

出
案
件
に
つ
い
て

　

理
事
会
終
了
後
に
開
か
れ
た
青

森
問
屋
町
配
送
㈱
の
第
１
回
取
締

役
会
で
は
、
新
規
車
両
の
購
入
や

第
34
回
定
時
株
主
総
会
の
提
出
案

件
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
全
て
原
案

ど
お
り
承
認
。
ま
た
、
青
森
卸
セ

ン
タ
ー
㈱
の
第
１
回
取
締
役
会
も

開
催
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
提
出

案
件
全
て
が
異
議
な
く
承
認
可
決

さ
れ
た
。

　

青
森
交
通
安
全
協
会
問
屋
町
支

部
が
例
年
実
施
し
て
い
る
交
通
事

故
実
態
調
査
の
平
成
25
年
度
調
査

結
果
が
ま
と
ま
っ
た
。

　

25
年
度
の
事
故
発
生
件
数
は
、

24
年
度
は
63
件
発
生
し
た
加
害
事

故
が
50
件
と
13
件
減
少
。
被
害
事

故
も
34
件
と
前
年
度
の
51
件
か
ら

17
件
減
少
し
た
。

　

事
故
要
因
に
つ
い
て
の
調
査
結

果
で
は
、
例
年
同
様
、
前
方
不
注

意
が
最
多
で
19
件
、
構
成
比
は

38
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
後
方
不
注

意
に
よ
る
事
故
が
８
件
、
右
左
折

時
の
不
確
認
に
よ
る
事
故
が
６
件

発
生
し
て
お
り
、
前
方
不
注
意
と

合
わ
せ
る
と
確
認
不
足
が
原
因
の

用
者
負
担
（
有
料
）
と
な
っ
て
お

り
、問
屋
町
ス
ト
ア
で
販
売
す
る
。

　

貸
出
用
具
の
一
覧
や
写
真
は
組

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
中
。

　

清
掃
用
具
貸
出
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
は
、
卸
セ
ン
タ
ー
業
務

部
（
☎
７
３
８
　

︱　
４
７
１
１
）
ま

で
。

　

５
月
２
日
（
金
）、
当
卸
団
地

の
氏
神
様
で
あ
る
大
星
神
社
に
お

い
て
、
祈
念
祭
及
び
観
桜
会
が
開

催
さ
れ
た
。

　

青
森
最
古
の
神
社
と
い
わ
れ
る

歴
史
あ
る
大
星
神
社
。
同
神
社
拝

殿
で
執
り
行
わ
れ
た
祈
年
祭
に

は
、
組
合
員
を
は
じ
め
、
近
隣
住

民
や
関
係
者
な
ど
80
名
あ
ま
り
が

参
加
し
、
五
穀
豊
穣
や
地
域
氏
子

の
安
泰
と
繁
栄
な
ど
が
祈
願
さ
れ

た
。

　

祈
年
祭
終
了
後
に
は
恒
例
の
観

桜
会
も
開
催
。
参
加
者
は
、
同
神

社
境
内
に
あ
る
樹
齢
３
５
０
年
以

上
と
い
わ
れ
る
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
の

見
事
な
枝
ぶ
り
を
眺
め
、
花
見
を

楽
し
ん
だ
。

事
故
が
33
件
と
、
全
体
の
６
割
以

上
を
占
め
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
問
屋
町
内
で
の
事
故
件

数
は
加
害
事
故
が
２
件
、
被
害
事

故
が
２
件
の
計
４
件
発
生
。
発
生

箇
所
は
、
左
図
の
と
お
り
第
二
問

第 526 号 ⑵ 青 森 総 合 卸 セ ン タ ー 平成26年５月号

今
年
度
の
清
掃
用
具

無
償
貸
出
ス
タ
ー
ト

第
47
回
通
常
総
会
の
提
出
案
件

な
　

　
ど

承
認

第
１
回
理
事
会

交
通
事
故
発
生
件
数
減
少

交
通
事
故
実
態
調
査

大
星
神
社
で
祈
年
祭・観
桜
会
開
催
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日本営業ツール研究所
代　表

吉見　範一  氏

　
『
経
済
雑
感
』
シ
リ
ー
ズ
第

29
弾
は
、
問
屋
町
ビ
ジ
ネ
ス
ス

ク
ー
ル
で
講
師
を
務
め
る
、
日

本
営
業
ツ
ー
ル
研
究
所
代
表
の

吉
見
範
一
氏
に
ご
寄
稿
い
た
だ

い
た
。

　
「
あ
あ
、
や
は
り
こ
こ
も
同
じ

か
」
青
森
も
例
外
で
は
な
か
っ

た
。
ビ
ジ
ネ
ス
系
セ
ミ
ナ
ー
の

参
加
者
名
簿
を
見
る
と
一
目
瞭

然
。
日
本
全
国
ど
こ
へ
行
っ
て

も
共
通
し
て
い
る
の
は
地
元
で

一
番
元
気
な
企
業
の
参
加
率
が

一
番
高
い
ん
で
す
。
そ
し
て
売

上
が
低
迷
し
て
い
て
解
決
策
が

見
つ
か
ら
ず
に
苦
戦
し
て
い
る

企
業
に
限
っ
て
参
加
率
が
低
い
。

そ
の
結
果
、
企
業
の
格
差
が
ま

す
ま
す
広
が
っ
て
い
く
。

　

残
念
な
が
ら
セ
ミ
ナ
ー
に
参

加
す
る
と
講
師
が
各
社
に
最
適
な

販
売
戦
略
を
教
え
て
く
れ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
不
況
だ
と
言

わ
れ
て
い
る
こ
の
時
期
で
も
順
調

に
成
長
し
て
い
る
企
業
が
た
く
さ

ん
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
元
気
な
中

小
企
業
に
共
通
し
て
い
る
ノ
ウ
ハ

ウ
を
取
り
出
し
、
整
理
し
て
わ
か

り
や
す
く
解
説
し

て
い
る
に
す
ぎ
な

い
の
で
す
。
そ
し

て
応
用
可
能
な
事

例
や
ヒ
ン
ト
を
自

社
に
当
て
は
め
て

改
善
し
て
い
る
企

業
が
世
の
中
の
景

気
に
左
右
さ
れ
る

こ
と
な
く
順
調
に
業
績
を
伸
ば
し

て
い
ま
す
。

　

伸
び
て
い
る
企
業
の
経
営
者
は

勉
強
家
が
多
く
「
な
ぜ
売
れ
な
い

の
か
」
と
い
う
本
質
を
知
っ
て
い

ま
す
。
売
れ
な
い
の
は
営
業
力
の

問
題
で
は
な
い
こ
と
を
理
解
し
て

い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
不
勉
強
な
経

営
者
は
そ
こ
を
履
き
違
え
て
「
営

業
力
の
強
化
が
必
要
だ
！
」
な
ど

時
代
錯
誤
な
方
向
に
走
り
や
す
い
。

モ
ノ
が
売
れ
な
い
の
は
供
給
過
多

が
原
因
で
す
。
使
う
量
よ
り
売
ら

れ
て
い
る
量
の
方
が
多
い
か
ら
唐

突
に
売
り
込
ん
で
も
売
れ
ま
せ
ん
。

成
熟
市
場
で
は
「
欲
し
い
モ
ノ
」

も
「
買
う
理
由
」

も
人
に
よ
っ
て
違

い
ま
す
。
答
え
が

ひ
と
つ
で
は
な
い

の
で
す
。

　

ご
存
知
の
よ
う

に
「
い
い
商
品
だ

か
ら
売
れ
る
」
と

い
う
発
想
は
今
の

時
代
で
は
通
用
し
ま
せ
ん
よ
ね
。

自
社
に
と
っ
て
本
当
に
い
い
商
品

か
ど
う
か
は
実
際
に
使
っ
て
み
る

ま
で
わ
か
ら
な
い
の
で
「
い
い
と

思
っ
た
商
品
が
売
れ
る
」
と
考
え

ま
す
。

　

で
は
こ
の
時
代
に
伸
び
て
い
る

企
業
は
ど
う
や
っ
て
そ
の
考
え
方

を
ビ
ジ
ネ
ス
に
結
び
つ
け
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
答
え
の
ひ
と
つ
が
売
れ

る
仕
組
み
の
構
築
で
す
。
伸
び

て
い
る
企
業
ほ
ど
営
業
力
に

頼
っ
て
い
ま
せ
ん
。
誰
が
売
っ

て
も
売
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
し
、
黙
っ
て
い
て
も
お
客
様

か
ら
問
合
せ
が
来
て
「
売
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
る
よ
う

な
仕
組
み
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
言
う
と
何
か
特
殊
な
こ

と
を
や
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な

印
象
を
持
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。

　

と
こ
ろ
が
実
際
に
仕
組
み
の

内
容
を
聞
い
て
み
る
と
誰
も
が

知
っ
て
い
る
基
本
的
な
こ
と
ば

か
り
な
ん
で
す
よ
ね
。
む
し
ろ

難
し
い
こ
と
は
や
ら
な
い
。
シ

ン
プ
ル
な
行
動
に
絞
り
込
ん
で

徹
底
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
継
続
可
能
な
仕
組
み
と
し
て

機
能
し
て
い
る
の
で
す
。

（
つ
づ
く
）

４
月

１
日
▽
問
屋
町
内
交
通
死
亡
事
故

　
　

ゼ
ロ
６
千
日
達
成

２
日
▽
安
協
問
屋
町
支
部
「
問
屋

　
　

町
内
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
推

進
運
動
」
決
起
大
会

　
　

▽
三
村
青
森
県
知
事
表
敬
訪
問

８
日
▽
問
屋
町
経
営
同
友
会
第
１

　
　

回
役
員
会

10
日
▽
第
１
回
合
同
清
掃 

11
日
▽
東
北
卸
商
業
団
地
連
絡
協

　
　

議
会
幹
事
会

14
日
▽
第
１
回
三
役
会

15
日
▽
金
融
審
査
会

16
日
▽
㈱
青
森
共
同
計
算
セ
ン
タ

前回のふるまい会の様子

　
　

ー
定
例
取
締
役
会

　
　

▽
平
成
25
年
度
青
森
市
環
境

　
　

保
全
団
体
表
彰
式

17
日
▽
問
屋
町
支
店
長
・
所
長
連

　
　

絡
会
第
１
回
幹
事
会

18
日
▽
会
計
監
査

22
日
▽
第
１
回
理
事
会

…
問
屋
町

　
　
　
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
…

23
日
▼
顧
客
の
心
を
ギ
ュ
ッ
と
つ

か
む
営
業
研
修
（
名
刺
交
換

編
）

　

青
森
交
通
安
全
協
会
問
屋
町
支

部
で
は
、
会
員
企
業
従
業
員
を
対

象
に
ふ
る
ま
い
会
を
開
催
す
る
。

　

ふ
る
ま
い
会
は
、
平
成
26
年
４

月
１
日
を
も
っ
て
達
成
し
た
「
問

屋
町
内
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
６
千

日
」
を
祝
う
と
共
に
、
更
な
る
記

録
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
向
け
、
安

全
運
転
意
識
高
揚
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
開
か
れ
る
。

　

今
回
は
、
Ｂ
　

︱　
１
グ
ラ
ン
プ
リ

で
有
名
な
十
和
田
バ
ラ
焼
き
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
の
方
が
、
本
場
の
バ
ラ
焼

き
を
提
供
。
そ
の
他
に
も
各
種
メ

ニ
ュ
ー
が
無
料
で
楽
し
め
る
。

◎
日　

時　

　

６
月
26
日
（
木
）
正
午
～

▽
㈱
北
斗
医
理
科

　

（
旧 

㈲
北
斗
医
理
科
）

◎
会　

場　

　

問
屋
町
会
館
駐
車
場

◎
メ
ニ
ュ
ー
（
予
定
）　

　

①
十
和
田
バ
ラ
焼
き

　

②
八
甲
田
牛
メ
ン
チ
カ
ツ

　

③
県
産
品
サ
ン
ド
イ
ッ
チ

　

④
問
屋
町
ク
レ
ー
プ

　

※
数
量
限
定
・
な
く
な
り
次
第

　
　

終
了

平成26年５月号 青 森 総 合 卸 セ ン タ ー 第 526 号 ⑶

経
済
雑
感

第
五
十
七
回

日
本
営
業
ツ
ー
ル
研
究
所

代
表
　
吉
見
　
範
一

組
合
員
社
名
変
更

「
問
屋
町
内
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
６
千
日
」

達
成
記
念
ふ
る
ま
い
会
開
催
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㈱みちのく銀行
問屋町支店 支店長

三和　尚 氏

一
面
で
も
お
伝
え
し
ま
し
た

が
、
当
組
合
の
ご
み
分
別
リ

サ
イ
ク
ル
や
問
屋
町
合
同
清

掃
な
ど
の
環
境
活
動
が
、
青

森
市
か
ら
認
め
ら
れ
団
体
表

彰
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
▼
問
屋
町
内
・
交
通
死
亡
事

故
ゼ
ロ
六
千
日
運
動
な
ど
も
そ
う
で

し
た
が
、
継
続
・
持
続
す
る
事
業
や

活
動
が
評
価
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

構
成
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ

に
も
繋
が
り
ま
す
。「
継
続
は
力
な

り
」
は
個
人
だ
け
で
な
く
団
体
に
も

云
え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
▼
転
話

題
。
前
号
に
引
き
続
き
、
代
表
的
楽

観
論
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
・
武
者
稜
司
氏

の
見
解
を
ご
紹
介
し
ま
す
▼
武
者
氏

は
、
今
年
３
月
期
の
過
去
最
高
水
準

の
企
業
利
益
（
上
場
企
業
で
経
常
利

益
36
％
増
、
純
利
益
73
％
増
）
は
、

今
後
の
好
循
環
の
起
点
に
な
る
と
断

言
し
て
い
ま
す
▼
こ
の
過
去
最
高
の

企
業
収
益
は
円
安
に
よ
る
一
時
的
な

も
の
で
は
な
く
「
①
日
本
企
業
の
世

界
最
大
の
リ
ス
ト
ラ
／
ス
リ
ム
化（
損

益
分
岐
点
の
大
幅
低
下
と
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
に
よ
る
売
り
上
げ
増
）
②
日
本

企
業
の
新
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
（
グ
ロ

ー
バ
ル
基
盤
）
の
確
立
③
技
術
開
発

投
資
継
続
に
よ
る
技
術
優
位
性
の
確

立
」
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の

で
長
期
増
益
基
調
の
も
の
で
あ
る
と

み
て
い
ま
す
▼
ま
た
、
こ
れ
ま
で
日

本
株
式
の
マ
イ
ナ
ス
材
料
と
さ
れ
た

要
因
▼
「
①
海
外
情
勢
不
安
②
需
給

悪
化
（
外
人
の
売
り
と
日
本
投
資
家

不
在
）
③
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
へ
の
懐
疑
、

消
費
税
不
安
④
安
倍
靖
国
参
拝
批
判
、

日
米
関
係
の
軋
み
」
も
、
こ
と
ご
と

く
消
え
つ
つ
あ
る
と
し
て
い
ま
す
▼

夢
の
よ
う
な
話
で
す
が
武
者
説
が
当

た
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す（
藤
本
）

　
当
組
合
が
平
成
25
年
度
青
森
市

環
境
保
全
活
動
団
体
表
彰
を
受
賞

し
、
表
彰
式
が
４
月
16
日
（
水
）

に
青
森
市
役
所
で
行
わ
れ
た
。
同

表
彰
式
に
は
組
合
を
代
表
し
て
柳

谷
副
理
事
長
が
出
席
し
、
鹿
内
青

森
市
長
よ
り
賞
状
と
記
念
品
が
授

与
さ
れ
た
。

　
青
森
市
環
境
保
全
活
動
団
体
表

彰
と
は
、
青
森
市
内
で
清
掃
活
動

や
植
林
事
業
、資
源
の
リ
ユ
ー
ス
・

リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
の
環
境
保
全
活

動
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

団
体
を
表
彰
す
る
制
度
。
こ
の
よ

う
な
活
動
を
広
く
市
民
に
紹
介
す

る
こ
と
で
、
環
境
に
対
す
る
意
識

向
上
及
び
環
境
に
配
慮
し
た
活
動

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
昨
年

度
創
設
さ
れ
た
。

　
第
１
回
と
な
っ
た
平
成
25
年
度

は
、
37
団
体
か
ら
の
応
募
が
あ
り
、

選
考
の
結
果
、
当
組
合
を
含
む
５

団
体
が
受
賞
し
た
。

　
当
組
合
で
は
、
平
成
14
年
度
よ

り
ご
み
の
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
回

収
を
ス
タ
ー
ト
。
企
業
集
団
で
の

取
り
組
み
は
先
進
的
な
事
例
と
し

て
大
い
に
注
目
を
浴
び
、
現
在
の

リ
サ
イ
ク
ル
回
収
率
は
50
％
を
大

き
く
超
え
る
。

　
ま
た
、
問
屋
町
合
同
清
掃
に
は

１
回
あ
た
り
平
均
２
０
０
名
以
上

が
参
加
し
、
地
域
環
境
美
化
に
貢

献
。
組
合
員
従
業
員
で
組
織
さ
れ

る
「
問
屋
町
緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

隊
」
で
は
、
花
苗
植
栽
や
街
路
樹

の
下
枝
剪
定
を
行
う
な
ど
、
環
境

整
備
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

こ
の
よ
う
な
活
動
が
認
め
ら
れ
、

こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
っ
た
。

　
表
彰
式
終
了
後
に
は
、
各
受
賞

団
体
が
鹿
内
青
森
市
長
に
活
動
の

報
告
を
行
い
、
組
合
か
ら
は
、
実

験
事
業
と
し
て
昨
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

回
収
を
は
じ
め
と
す
る
資
源
リ
サ

イ
ク
ル
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

説
明
。
ま
た
、
問
屋
町
地
域
の
環

境
整
備
・
保
全
活
動
を
加
速
さ
せ

る
べ
く
、
当
組
合
の
取
り
組
み
に

対
す
る
青
森
市
の
更
な
る
協
力
を

要
請
し
た
。

　
組
合
で
は
引
き
続
き
、
組
合
員

及
び
関
係
団
体
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
地
域
環
境
保
全
活
動
に
精
力

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
今
年
度
１
回
目
と
な
る
問
屋
町

合
同
清
掃
が
４
月
10
日
（
木
）
に

実
施
さ
れ
た
。
春
ま
だ
浅
く
、
道

路
脇
に
雪
の
残
る
中
で
行
わ
れ
た

同
活
動
に
は
、
問
屋
町
、
第
二
問

屋
町
合
わ
せ
て
１
８
６
名
が
参
加

し
た
。

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
曇
天
で
、

途
中
か
ら
は
小
雨
も
降
る
中
、
参

加
者
は
沿
道
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
組
合
共
同
施
設
周
辺
な
ど
団

地
内
の
隅
々
ま
で
清
掃
活
動
を
行

い
、
雪
解
け
と
と
も
に
現
れ
た
多

く
の
ご
み
を
回
収
し
た
。

　
春
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る
当

活
動
は
、
地
元
の
新
聞
や
テ
レ
ビ

の
ニ
ュ
ー
ス
で
も
取
り
上
げ
ら
れ

る
な
ど
地
域
の
関
心
も
高
い
。

　
ま
た
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

明
け
の
５
月
７
日
（
金
）
に
は
、

問
屋
町
南
側
に
位
置
す
る
㈱
ユ
ア

テ
ッ
ク
青
森
支
社
・
青
森
営
業
所

が
、
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し

て
合
同
で
ご
み
拾
い
を
行
っ
た
。

従
業
員
１
２
０
名
が
参
加
し
た
清

掃
活
動
は
、
同
社
周
辺
か
ら
問
屋

鹿内青森市長より表彰を受ける柳谷副理事長（右）

町
大
通
り
沿
道
ま
で
の
広
範
囲
に

わ
た
り
実
施
さ
れ
た
。

　
春
を
迎
え
た
問
屋
町
が
、
組
合

員
や
近
隣
企
業
に
よ
る
清
掃
活
動

に
よ
り
、
美
し
さ
を
取
り
戻
し
た
。

　
本
紙
で
は
今
号
よ
り
、「
問
屋

町
ビ
ジ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
」

に
展
示
さ
れ
て
い
る
書
籍
を

紹
介
す
る 

「
問
屋
町
ビ
ジ
ネ
ス

ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
通
信
」
を
不
定

期
掲
載
す
る
。

　「
問
屋
町
ビ
ジ
ネ
ス
ブ
ッ
ク

カ
フ
ェ
」
と
は
、
問
屋
町
会
館

１
階
玄
関
ホ
ー
ル
に
て
ビ
ジ
ネ

ス
書
を
常
設
展
示
す
る
ス
ペ
ー

ス
で
あ
り
、
平
成
24
年
２
月
に

オ
ー
プ
ン
。
同
カ
フ
ェ
に
展
示

さ
れ
る
書
籍
は
、
平
成
23
年
10

月
の
問
屋
町
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
開
校
を
記
念
し
、
組
合
員
の

㈱
金
入
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
。

　
展
示
さ
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
書
は
青

森
県
南
部
町
在
住
の
人
気
ビ
ジ
ネ

ス
書
評
家
で
あ
る
聖
幸
（
せ
い
こ

う
）
氏
が
セ
レ
ク
ト
。
同
氏
が
オ

ス
ス
メ
す
る
「
10
年
後
も
読
み
た

い
」
１
０
０
冊
と
、「
毎
月
の
ト

レ
ン
ド
を
捉
え
た
」
10
冊
の
合
計問屋町ビジネスブックカフェ

問屋町合同清掃

１
１
０
冊
の
ビ
ジ
ネ
ス
書
を
常
設
。

書
籍
は
隣
接
す
る
問
屋
町
ス
ト
ア

に
て
購
入
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
記
念
す
べ
き
第
１
回
に
紹
介
す

る
の
は
『
ア
ン
シ
ン
ク
Ｕ
Ｎ
Ｔ
ｈ

ｉ
ｎ
ｋ 

眠
れ
る
創
造
力
を
生
か

す
、考
え
な
い
働
き
方
』（
講
談
社
）

￥
１
，
６
０
０
（
税
抜
）。
著
者

は
企
業
講
演
家
で
あ
り
、
画
家
で

も
あ
る
エ
リ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ル
。

な
お
、
本
の
紹
介
文
は
、
聖
幸
氏

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

【
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
理
詰
め
で
攻
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
面
と
同
じ

よ
う
に
創
造
性
を
発
揮
し
従
来
に

な
い
ア
イ
デ
ア
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
創
造
性
を
開
か
せ

る
よ
う
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
会
社

ユアテックによる清掃活動

で
も
個
人
で
も
行
う
場
面
は
な

か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。
本
書
で

は
、
創
造
性
を
発
揮
し
ビ
ジ
ネ

ス
に
生
か
し
た
事
例
や
、
創
造

性
を
開
か
せ
る
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
方
法
な
ど
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。「
ビ
ジ
ネ
ス
の
理
論
＋

ア
ー
ト
の
創
造
性
」
を
結
び
つ

け
る
こ
と
に
よ
り
新
し
い
製
品

や
サ
ー
ビ
ス
、
そ
し
て
生
き
方

が
開
け
て
い
き
ま
す
。】

　
今
回
は
、
４
月
に
株
式
会
社
み

ち
の
く
銀
行
問
屋
町
支
店
に
金
沢

支
店
か
ら
赴
任
し
た
三
和
支
店
長

に
お
話
を
伺
っ
た
。

　「
家
庭
の
銀
行
み
ち
の
く
銀
行
」

と
し
て
知
ら
れ
る
同
行
は
、
そ
の

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
と
お
り
地
域

に
根
差
し
た
銀
行
と
し
て
、
県
内

82
ヵ
所
県
外
18
ヵ
所
に
店
舗
を
展

開
し
、
従
業
員
数
約
13
百
名
を
抱

え
る
青
森
県
を
代
表
す
る
地
方
銀

行
で
あ
る
。

　「
当
行
で
は
、『
リ
テ
ー
ル
分
野

で
の
地
域
ト
ッ
プ
バ
ン
ク
』
を
目

指
し
、
平
成
24
年
度
か
ら
第
三
次

中
期
経
営
計
画
を
実
施
し
て
お
り
、

現
在
は
最
終
段
階
に
あ
り
ま
す
。

重
点
戦
略
で
あ
る
全
員
営
業
体
制
の

構
築
に
向
け
、
融
資
・
窓
口
・
個
人
営

業
業
務
の
革
新
と
共
に
行
わ
れ
た
の

が
、
エ
リ
ア
営
業
体
制
の
導
入
で
す
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
店
舗
間
の
連
携
を

強
化
す
べ
く
店
舗
を
エ
リ
ア
で
ま
と

め
、
渉
外
行
員
を
そ
の
エ
リ
ア
の
統

括
店
に
集
約
し
ま

し
た
。
行
員
間
の

情
報
交
換
を
活
発

に
す
る
の
と
、
競

争
し
互
い
に
切
磋

琢
磨
し
合
う
こ
と

が
狙
い
で
す
」
と
話
し
た
。

　「
個
人
客
の
多
い
他
店
に
比
べ
、

当
店
は
法
人
客
が
多
い
た
め
、
渉
外

行
員
の
集
約
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

週
に
１
度
統
括
店
に
赴
き
、
エ
リ
ア

内
の
情
報
交
換
を
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
行
員
の
セ
ー
ル
ス
力

が
以
前
に
比
べ
ず
っ
と
向
上
し
た
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
当
店
は
金
沢
支
店

等
と
共
に
青
森
南
エ
リ
ア
に
含
ま
れ

ま
す
が
、
こ
の
エ
リ
ア
は
成
長
著
し

い
浜
田
・
西
大
野
地
区
を
カ
バ
ー
す

る
重
要
地
区
で
も
あ
る
の
で
、
行
員

に
は
よ
り
セ
ー
ル
ス
力
を
磨
い
て
も

ら
い
た
い
で
す
」
と

取
組
み
に
つ
い
て
語

っ
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
目
標

に
つ
い
て
伺
う
と
、

「『
お
客
様
の
元
へ
よ

く
足
を
運
ぶ
』
を
今
年
の
テ
ー
マ
に

掲
げ
て
い
ま
す
。お
客
様
を
訪
問
し
、

そ
の
会
話
か
ら
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を

探
っ
た
う
え
で
、
全
行
員
が
共
有
で

き
る
仕
組
み
と
し
て
お
り
ま
す
。
そ

れ
を
基
に
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
に

繋
げ
、
お
客
様
の
本
業
を
支
援
で
き

た
ら
良
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
力
強
く
語
っ
た
。

　
赴
任
先
で
の
抱
負
に
つ
い
て
は
、

 

「
店
内
の
Ｃ
Ｓ
（
顧
客
満
足
）
向

上
に
努
め
た
い
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
ま
ず
、Ｅ
Ｓ
（
従
業
員
満
足
）

向
上
が
不
可
欠
で
す
。
行
員
同
士

の
連
帯
感
を
深
め
、
全
員
が
同
じ

方
向
に
む
か
っ
て
行
け
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。
一
緒
に
働

い
て
い
る
仲
間
が
褒
め
ら
れ
る
の

が
一
番
嬉
し
い
の
で
、
そ
う
い
う

店
に
し
た
い
で
す
」
と
述
べ
た
。

　
三
和
支
店
長
の
趣
味
は
ス
ポ
ー

ツ
観
戦
で
高
校
野
球
が
特
に
好
き
。

 

「
熱
闘
甲
子
園
」
を
肴
に
晩
酌
す

る
と
の
こ
と
で
、
過
去
の
試
合
も

録
画
し
て
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
て
い

る
そ
う
だ
。

（
53
歳
）
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屋
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